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研究主題 「生きる力」をはぐくむ高等学校教育の推進
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1主 題 設 定 の 理 由

我が国の社会 は,国 際化,情 報化,科 学技術の発達,高 齢化,少 子化 などが進み,大 きく

変化 して いる。 この ような変化 は今後 ます ます加速 され,将 来は先行 き不透明な時代である

ことが予想 される。 また,こ の ような変化 は,国 民全体 に様々な影響を与え,多 様な価値観

や意識の変容 を生み出 している。一方,子 ど もたちの世界では,自 然体験 や社会体験 の不足,

人間関係の希薄化,主 体性 や耐性の欠如 などの問題が指摘 されている。 そ して学校教育 にお

いて も,不 登校,怠 学などの学校不適応や中途退学の問題 い じめ,校 内暴力,薬 物乱用 な

どの問題行動等 にみ られ るよ うに,多 くの課題 を抱えて いる。

第15期 中央教育審議会 の第一次答 申(以 下 「15期中教審 」 とい う。)で は,こ れか らの

社会 において,子 どもたちに必要 となるの は,「 自分で課題 を見つ け,自 ら学び,自 ら考え,

主体的 に判断 し,行 動 し,よ りよく問題を解決す る資質や能 力で あり,ま た,自 らを律 しっ

っ,他 人 とともに協調 し,他 人を思 いや る心 や感動す る心など,豊 かな人間性 とた くま しく

生 きるための健康や体 力」,っ ま り 「生 きる力」であ ると述べ られている。

そ こで本年度の教育経営部会では,現 在 の都立高校の置か れて いる現状を踏 まえ,生 徒 に

「生 きる力」を身 に付 けさせ るための方策につ いて研究す ることと し,本 研究主題 を設定 し

た。

研 究を進めるに当た り,次 のよ うな二っの柱 を立てて検討 した。

1「 生 きる力」をは ぐくむ教育課程の編成

「生 きる力」 とは自己教育力,す なわ ち生涯学習の基盤 となる思考力,判 断力,表 現力,

創造 力であ り,自 ら学び,自 ら考え,主 体的に判断 し,課 題 を解決す る能力であ る。 これ ら

の能 力を身に付 けさせ るためには,生 涯 にわた って学習 に取 り組む意欲 や態度が基本 となる。

そのためには,教 育課程や教育内容 ・方法の見直 しが必要であ ると考 え,次 の視点 か ら,弾

力的でゆとりある教育課程 の編成にっ いて検討す る ことに した。

① 生 きる力を は ぐくむ中心科 目を設置 し,生 涯 にわた り学ぶ意欲 や態度の育 成を

図 る。

② 授業展 開の工夫によ り,自 ら学 び,主 体 的に判断 し,課 題を解 決す る能力を育

成す る。

③ 必履修科 目を最小 限に して,生 徒が 自 ら選択で きる科 目を拡大 す る。

2豊 かな人間性 をは ぐくむ教育の推進

豊かな人間性は,「 生 きる力」の一 っの重要な要素であ る。そ して豊かな人間性 は,学 校

教育だけでな く,家 庭や地域社会 も含めて,様 々な体験や人 とのかかわ り合 いの もとに育成

されなければな らない。

学校教育 において は,ホ ームルーム活動等の特別活動がその中心 とな るが,選 択教科 ・科
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目の拡大が図 られて くると,ホ ームル ーム単位での活動が減少す るとい う問題 も生 じて くる。

その場合,生 徒 同士が協同 して何か に取 り組み,喜 びや苦 しみを共有 す るよ うな経験 が少 な

くな り,他 人の長所や短所を理解 して人間関係を深めることが難 しくな るため,生 徒 同士や

生徒 と教師 との人間関係が希薄 にな ることが危惧 され る。

これ らの問題 に対応 してい くためには,子 どもたちの人間形成が,学 校,家 庭 及び地域社

会の全体 を通 じて行われ るという教育 の基本に立ち帰 り,そ れぞれの役割 と相互 の連携の在

り方 を検討す る必要が ある。そ こで,学 校内外の生徒の諸活動 を見直 し,次 の項 目につ いて

検討す る ことに した。

① 「生きる力」をはぐくむ中心科目を設置し,豊 かな人間性の育成を図る。

② 豊かな人間性の育成に視点を置いた教科,特 別活動の改善充実を図る。

③ 生活体験や自然体験を豊かにするための学校外活動を積極的に推進する。

IIr生 き る 力 」 を は ぐ く む 教 育 課 程 の 編 成

1基 本的な考え方

我が国の社会 の様 々な変化 は,今 後 も急速 に進む もの と考え られ る。 とりわ け,国 際化 ,

情報化,高 齢化 などによる社会 の変化 は,一 層進展す る もの と考 え られ る。生徒たちは,こ

の よ うな変化 の激 しい社会 を,自 己実現を図 りなが ら,生 きていかなければ な らない。 また,

変化す る社会 の状況 に応 じて,生 涯にわたって学習を継続 し,新 たな課題を解決 していか な

ければな らない。 このよ うな社会を生 き抜 くために必要な力を どのよ うに して身に付 けさせ

るかが,こ れか らの教育 の最大の課題 である。

「生 きる力」をは ぐくむ教育 は,知 識や技能を一方的に教 え込 む教育か ら,ゆ とりを もっ

て,生 徒 自らが学 び,自 らが考え る教育への転換を 目指す もので ある。そ して,豊 かな人間

性 とた くま しい身体 をは ぐくむ教育で もあ る。 したが って,高 等学校においては,知 ・徳 ・

体のバ ラ ンスの とれた教育を展 開す るとともに,家 庭 や地域社会 との連携を強め,生 徒 自 ら

が社会の変化を見据えて 自らの進路を決定 してい くことので きる教育 を推進 していか なけれ

ばな らない。 その ためには,い か に社会が変化 しよ うと も時代 を超えて変わ らない価値のあ

る ものを しっか りと身に付 ける姿勢 ・態度 と,時 代の変化 とともに変えてい く必要のあ る も

のに対 しては柔軟 に対応 して い く姿勢 ・態度 とを,同 時に培 わなければな らない。

このよ うな教育を推進す るたあには,何 よりも生徒の意欲的 で主体的な学習態度を育成す

るとともに,生 徒が 自己の適性に応 じて興味 ・関心のあ る教科 ・科 目を 自由に選択で きるよ

うに教育課程を編成す る必要があ る。 また,体 験学習等によって豊かな人間性を は ぐくむ こ

とも教育課程の編成上考慮す る必要があ る。そ して,そ れ らは人間 と しての在 り方生 き方 に

根 ざ した進路実 現 とい う視点 で考えな くてはな らない。

「生 きる力」 をは ぐくむ教育課程の編成 に当た っては,以 上 の ことを重視 して,次 の3点
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を基調 と した。

① 「生 きる力」をは ぐくむ中心科 目の設置

生 きる力を は ぐくむ教育全体 を総合す る中心科 目として,総 合学科 にお ける原

則履修科 目であ る 「産業社会 と人間」を必履修科 目として各学年 に設置す ること

を検討 した。

② 「生 きる力」をは ぐくむ授業展開

生徒一人一人の個性 を生か した,生 き生 きとした授業を展開す るためには,ク

ラスー斉授業の他に,多 展開授業またはテ ィームテ ィーチ ングによる課題研究型,

演習型,体 験学習型の授業が必要であ ると考え,こ れ らの指導計画を検討 した。

③ 多様 な学習希望に応え る選択科 目

生徒が 自 らの在 り方生 き方 に応 じて選択 できる教科 ・科 目を拡大 し,教 育課程

を弾力化す る必要があ ると考え,必 履修科 目は最小 限にとどめ,生 徒の多様な学

習希望 に応 えるための様 々な選択科 目を設置す ることを検討 した。

この ような教育課程の もとに,生 徒一人一人を多元的,多 様 な物差 しで評価 し,そ れぞれ

の よさや可能性 を見 い出 し,学 ぶ意欲 を高め ることが,「 生 きる力」を は ぐくむ教育であ る

と考えた。

2「 生 きる力」をは ぐくむ中心科 目 「産業社会 と人間」

(1)「 産業社会 と人 間」 の設置の意義

今 日,社 会の様 々な変化に伴 い,産 業構造 ・就業構造 も大 き く変化 して いる。 このよ うな

中で,将 来の進路や 自己の職業 についての明確な見通 しを もっ ことが難 しくな っていること

もあ り,若 者の職業選択は先送 りされる傾向 にあ る。高等学校入学時 において も,自 己の将

来の進路 にっ いて しっか りと した 自覚を もっている生徒 は少 ない。 このよ うな状況を考え る

と,高 等学校 における様 々な学 習を通 して,人 間と しての在 り方生 き方 を考え,自 己の能 力

・適性を見 い出 し,自 己の生 き方や進路 を明確 にさせる ことが,「 生 きる力」を は ぐくむ教

育 を推進す る上で極 めて重要で ある。

体験的 な学習活動 を通 して これ らの教育 を充実 させ るためには,こ れ までの教科 や特別活

動の中だ けでは不十分である。そ こで,「 生 きる力」を は ぐくむ 中心科 目と して 「産業社会

と人間」を設置 し,履 修 させ ることを提案す る。

「産 業社会 と人間」の 目標 は,「 高等学校教育の改革の推進 に関す る会議」の第四次報告

(平成5年2月)に 次のよ うに示 されて いる。

① 自己の生 き方 を探求 させ るとい う観点か ら,自 己啓発的な体験学習や討論など

を通 して,職 業の選択決定 に必要 な能力 ・態度,将 来の職業生活に必要 な態度

や コ ミュニ ケーシ ョン能力を養 う。

② 自己の充実や生 きが いを 目指 し,生 涯にわた って学 習に取 り組 む意欲や態度を
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育成す る。'砺

③ 現実 の産業社会やその中での 自己の在 り方生 き方 につ いて認識 させ,豊 かな社

会を築 くため に積極 的に寄与す る意欲や態度を育成す る。

現在,「 産業社会 と人間」は,総 合学科 の原則履修科 目として位置付 け られてい るが,

「生 きる力」 をは ぐくむ とい う観点か ら,こ れか らは普通科や専門学科 に も設置す ることが

必要 と考 え る。

(2)指 導内容 ・方法

指導に当 って は,自 ら調べ,発 表す るとい う調査 ・発表 ・討論形式や,企 業見学,学 校見

学な どの体験学習,さ らに講義 演習など様 々な授業形態 を取 り入れる。その際に,社 会人

講師を積極的 に活用 し,ま たティームテ ィーチ ングによ る指導を実施す る。

学 習内容 は,こ れ までに総合学科 で行 っている内容を参考 に し,「 進路 と自己実現」,

「産 業社会 につ いて」,「 選択教科の履修 ガイダ ンス」を柱 とす る。 さらに,豊 かな人間性

を育 成す る観点か ら,「 豊か な心 と望ま しい人間関係」につ いての学 習を加え る。

このよ うに自己の生 き方 を探求 し,産 業社会 に対す る認識 を深め,自 ら学 び考え る態度や

豊かな人 間性を養 うためには,3年 間継続 して実施す る必要が ある。そ こで,第1学 年2単

位,第2学 年 と第3学 年各1単 位の合計4単 位を履修 させ ることとす る。指導内容 は,学 年

の進行 に したが って,現 実的かっ具体 的な もの となるようにす る。

「進路 と自己実現」の学習で は,生 徒が 自己の能力 ・適性 などにっいて,体 験を通 して多

面的に理解 し,こ れ に基づ いて,自 己をよ りよ く生かす進路を見 い出す。 また,希 望の進路

に向けてのキャ リアプランを設計 し,自 己の生涯を展望す る。

「産業社会 にっ いて」の学習で は,産 業社会,職 業生活,社 会変化 の状況 などについて理

解を深める とと もに,将 来何 らかの職業 に就 くという自覚 を高め,自 己を よ りよ く生か し,

自己に適 した職業を探索す る。

「選択教科の履修ガイダ ンス」では,自 らの進路に基づ いて,多 様 な選択科 目の中か ら自

己を生かす科 目を選び,生 徒 自 らが主体的 に時間割を作成す る。

「豊か な心 と望 ま しい人間関係 」では,ボ ラ ンテ ィア活動,職 場体験等の体験 活動 を通 し

て,他 人を思いや る心,人 権を尊重す る心,ボ ラ ンテ ィア精神な どを,人 とのかかわ り合 い

の中か ら学ぶ。

以上の内容を学習す ることを通 して,生 涯 にわた って学ぶ意欲を高め,自 ら学 び課題 を解

決す る能力を育 成 し,豊 かな人間性を培 うことが期待 できる。

なお,こ れ らの指導 内容 にっいて は,ホ ームルーム活動,特 に 「個人生活及び社会生活の

充実 に関す ること」や 「将来の生 き方 と進路の適切 な選択決定に関す ること」 との関連を も

たせて指導す る必要が ある。

3「 生 きる力 」をは ぐくむ授業展開 一 指 導内容 ・方法の工 夫

学校 におけ る教育活動の基本 は,教 科指導 である。学校を活性化 し,生 徒 ・保護者 ・都民

の期待に応え ることので きる学校づ くりを 目指す ため には,授 業の充実が強 く求あ られ る。
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ここでは,生 徒 自身が主体的に取 り組 める授業展開 につ いて考 えてみたい。 この点 につ いて

は,様 々な学校で種 々の試みがな されているが,従 来の一斉授業で は限界があ ることが指摘

されている。 「自分 で課題を見つけ,自 ら学び,自 ら考え,主 体的 に判断 し,行 動 し,よ り

よ く問題を解決する資質や能力」をは ぐくむためには,生 徒一 人一人の興味 ・関心,能 力 ・

適性などを生かす指導が必要であ る。 そこで本研究で は,一 斉授業の効果的 ・能率的 な指導

法を生か した うえで,授 業の一部 に多展開授業 またはティームティーチ ングによる課題研 究

型,演 習型,体 験学 習型の授業を取 り入れ ることを検討 した。

(1)基 本的 な考え方 一 角度を変えた授業の展開

4単 位 の科 目を3単 位+1単 位 に分割す る。

3単 位:一 斉授業。生徒の能力 ・適性,進 路希望等 に応 じて教育内容を厳選 し,基

礎的 ・基本的事項の指導を充実す る。

1単 位:多 展 開授業 またはテ ィームティーチ ングの授業形態を取 り入れ,課 題研 究

型,演 習型,体 験学習型の授業を行 う。

(2)1単 位分の授業の指導事例

ア.課 題研 究型授業

国語1(4単 位)第1学 年 で履修1ク ラス2分 割授業

・各学期 ごとに,テ ーマ別,題 材別 にクラスを2分 割 して指導す る。

・5名 程度 の グルー プに分 けて,課 題研 究を中心 と したゼ ミ形式の授業を行 う。

1学 期 〔現代文分野〕 テーマA「 国際化 社会 につ いて」B「 高齢化社会 について」

(1)取材:図 書館を利用 して必要 な文献を探す。(図 書館の利用法の指導)

②考察:資 料 を分析 し,レ ポー トを作成す る。(レ ポー トの書 き方の指導)

(3)発表:各 グループ ごとに考 察の結果を発表す る。(発 表の仕方 についての指導)

(4)討論 二い くっか の問題点について意見を交わす。(討 論 の種類,方 法等の指導)

(5>まとめ=自 分の感 じたこと,考 えたことを文章 にまとめ る。(表 現力の育成)

(6)評価:レ ポー ト・発表 ・討論を参考 に して,ま とめの文章で評価す る。

2学 期 〔現代文分野〕 テーマAr短 編小説を読む」Br詩 歌を味わ う」

1学 期の指導 に準ず る。

3学 期 〔古典分野〕 テーマ 「古典文法 に慣れ る」

題材Ar徒 然草』Br竹 取物語』

(1)準備:用 言活用表 ・助動詞一 覧表 ・助詞一覧表を作成す る。

②品詞分解:教 科書の本文を品詞分解する。(グ ループで協力 して作業す る)

(3>解釈 ・考察:自 分た ちで口語訳を して,助 詞 ・助動詞 の役割を考 える。

(4)評価:ま とめの レポー トで評価す る。
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日本史B(4単 位) テ ィ ーム テ ィー チ ング

・5名 程度 のグルー プに分けて,次 の テーマに沿 った課題研 究を行 う。

・複数の教 師により,横 断的多角的 な指導を行 い,生 徒の興味 ・関心を引 き出すため

に,テ ィームテ ィーチ ングを実施す る。

・テーマ:「 郷土 の生活 と当時 の人 々の生 き方 を学ぶ」

・方 法:(1)明 治 期,大 正期,昭 和初期な ど時代の焦点を しぼる。

(2)図書館や郷土博物館 などで,資 料や文献を調査す る。

(3)郷土史 の専 門家や年配者か ら聞き取 り調査 を行 う。

・まとめ:(1)当 時の生活用具や生活技術の実態(2)職 業生活の実態(3)物 価水準 と生

活(4)そ の時代の人 々の考え方 と課題 などをま とあ る。

1学 期:(1)研 究す る年代の決定(2)調 査方法の検討(3)調 査の開始

2学 期:(1)調 査 ・研究の継続(2)発 表の準備

3学 期:(1)グ ループ ごとに発表(2)質 疑応答(3)調 査 ・研究の まとあ

地学IB(4単 位) 1ク ラス2分 割授業

課題研究型体験学習(グ ループ学習)テ ーマ別 にクラスを2分 割す る。

テーマ 「地球」(1)地域 の河川 や河岸段丘な どで岩石を採取 す る。(2)その組織調査 ・色

調調査を行 う。(3)文献 により,そ の地域の地質上の様子,歴 史 などを

を調べ て,採 取 した岩石の形成過程を考察す る。(4)グループごとに 自

分たちの研究 をまとあ,発 表す る。

テ ーマ 「気象」(1)各 グループ内で協力 して気象情報を もとに,天 気図を継続的に描 き

続 ける。(2)文献,気 象衛 星の写真な どか ら,そ の時期の天気の特徴や

大気の構造を調べ,自 分 たちの描いた天気図 との関連 を話 し合 う。(3)

その結果を レポー トにま とめ,発 表す る。

イ.演 習型授業

数学1(4単 位)第1学 年 で履修 2ク ラス3展 開で習熟度別学 習

・生徒の実態 に合わせて3段 階の コースを設定 し
,生 徒に選択 させ る。

・各 コースで は,生 徒 の理解度 に応 じた問題演習を行 う。

・パ ソコンを活用 したCAI授 業を取 り入れ る
。

・実習演習:噴 水を ビデオ に撮 り,ど の ような2次 関数にな るか調べ る。三角比を使

って建物や木の高さを測 る。 さいころを使 い,確 率の実験 をす る。
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・問題か ら問題への発展 生徒が問題 を作 り
,互 いに解 き合 う。

ウ.体 験学 習型授業

英語II(4単 位)第2学 年で履修 ティームテ ィーチ ング

・日本人教師 と外国人英語等指導員(ALT)と のテ ィームティーチ ングによ り,5

～6名 か らなるグループで の体験学習型の授業を行 う
。

・1学 期 テーマ 「英語 のCMづ くり」

グループごとにある商品を想定 し,そ のTVコ マーシャルを制作す る。

(1)企画:グ ループ内で話 し合 う。(教 師の助 言)

(2)準備:英 語の台本を作成す る。(ALTの 添 削指導)

大小道具を作成す る。BGMな どを準備す る。(他 教科教 員の援助)

(3)練習:(教 師 とALTの 指導)

(4)録画:で きた作品を ビデオ に録画す る。

(5)発表 ・評価:グ ループ ごとに発表 し,生 徒同士で評価す る。

・2 ,3学 期 テーマ 「英語劇をっ くり上演す る」

1学 期 の指導に準ず る。

(3)学 習の効果

4単 位の授業の うちの1単 位分 について,以 上の事例 のような指導 内容 ・方法で実施 した

場合,次 のよ うな学習の効果が期待 で きる。

① 生徒が主体的に課題 に取 り組む ことによ り,そ の科 目に対 する興味 ・関心 を引き起 こす

ことがで きる。

② 一斉授業では気が付かなか った生徒の個性 や能力を発見で きる。

③ 教 師の担 当す る生徒 の数が少 な くな るため,個 に応 じた指導が可能 になる。

④ グル ープ学習を取 り入れ る ことによ り,他 の生徒 と協力 して問題解決 を図 る態度 を身 に

付 けさせ ることができる。

⑤ 教科の学習 内容 と自らの生活や生 き方 との接点を見い出す ことがで き,学 習意欲 を高あ

ることがで きる。

⑥ よ り専門的な課題 に取 り組む ことによ り,生 徒の将来の進路選択 によい刺激 を与え るこ

とができる。

⑦ 自 ら課題を発見 し,自 ら学ぶ力を培 うことによ り,生 涯学 習の基礎的な態度を身 に付 け

させることがで きる。

(4)評 価 ・評定

以上 の授業展 開で授業を行 った場合の評価 ・評定 について は,次 の ことを基本 とす る。

①1単 位分 の授業 にっいては,そ れぞれの課題の成果(レ ポー トや作品 など)と 課題 に対

す る意欲 ・態度な どを総合 して評価す る。
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②3単 位分 と1単 位分のそれぞれの授業の評価を;-3

す。

1を 基準 として合算 して評定を出

4多 様な学習希望 に応える選択科 目

「生 きる力」を は ぐくむためには,生 徒の多様 な学習希望に応えた選択科 目を設置す るこ

とが重要 と考え検討 した。 これにっ いて は,学 科や課程によ り内容が異な るため,こ こでは,

全 日制課程 の普通科 にっ いて検討 した ことを述べ る。

「生 きる力」を は ぐくむ教育課程の編成に当た って は,必 履修科 目の単位数を必要最小 限

に し,多 様 な選択科 目を設置 し,選 択幅の拡大 に努あ る必要が ある。第1学 年で は,す べて

必履修科 目あるいは必履修選択科 目を設置す る。その際 理科 と地理歴史 の必履修選択 では,

A,Bの 両科 目とも設置す る。第2,3学 年 では,自 らの興味 ・関心,進 路等 に基づいた主

体的な選択を促 し,意 欲を高めるよ うに し,選 択の幅を広 げ,生 徒の多様 な学習希望に応え

られ るよ うにす る。

また,各 学年にわた って 「産業社会 と人間」を設け,「 生 きる力」 と豊か な人間性 をは ぐ

くむ中心科 目と して位置付 ける。 この科 目は,自 主的な時間割づ くりや,進 路決定を援助す

る選択制を支え るガイ ダ ンス的科 目と して も重要な役割 を果たす。

選択科 目を設置す るに当た って は,生 徒が安易に科 目を選択す ることが な く,系 統的で広

が りのあ る学 習が可能 となるように,科 目選択の 目安 となる 「系列」選択科 目群を設 ける。

系列 には,い くつかの柱が考え られ るが,本 研究では,国 際化,高 齢化,情 報化等の社会の

変化 に対応 した学習を重視 し,こ れ らの基礎 ・基本 を培 う観点か ら,「 国際文化系列」,

「芸術文化系列」,「 福祉社会系列」,「 情報社会系列」の4系 列 を選択の柱 とした。

「国際文化系列」には,21世 紀 の国際社会に生 きて い くために必要 とされ るセ ンスや能

力を養 うために,「 話す 一聞 く」を重視 し,生 きた英語を身に付 け られ るように 「パ ブ リッ

ク ・ス ピーキ ング」,「 ディベー ト」,「 デ ィスカ ッシ ョン」等 の科 目を設 置する。 また,

国際社会 に生 きる日本人 と して異質 な文化や社会を理解で きるよ うにす るために,「 異文 化

理解 」,「 国際関係 」,「 外国事情」等の科 目も設 ける。

「芸術文化系列」 には,自 己の感性を的確 に表現 し,相 手 に伝え る基本的知識 ・技能 を養

うために 「基礎造形」,「 デザ イ ン」,「 絵画」等の美術分野の科 目と,「 劇表現」,「 演

劇論」等の演劇分野の科 目を設 ける。

「福祉社会系列」 には,心 豊かで他人 の立場を理解 し,社 会に貢献できる基礎的な能力や

態度を育成す る ことを 目指 して,看 護 ・福祉分野の 「家庭看護 ・福祉」,「 福祉実践」,

「社会福祉」等の科 目を設 ける。

「情 報社会系列」には,情 報化社会 に対応 して,コ ンピュータの基礎的知 識 ・技能や情報

活用能 力を身 に付け られ るよ うに 「情報数理」,「 コ ンピュータ言語」等の科 目を設ける。

以上の系列選択科 目群の他 に自由選択科 目群を設置す る。両科 目群 には,「 その他の科 目」

や 「その他特 に必要 な教科」 も想定 し,体 験 を重視 した専 門科 目を中心 に設置す る。 また,

「地域研究」,「 課題研究」等の横断的 ・総合的な科 目も設 ける。

その他 に必履修選択科 目群 も設置す る。必履修選択科 目には,「 国語II」,「 数学II」,
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「英語II」 等の教養を深化す る科 目を置 く。 したが って,自 らの興味 ・関心,進 路希望等に

基づいて,必 履 修選択科 目群(選 択X),系 列選択科 目群,自 由選択科 目群(選 択Y)か ら

組 み合わせて科 目選択がで きるよ うにす る。 その際に,学 年を越 えて履修で きる科 目を設 け

て・異学年間の学習上 の交流を図 る・ また,在 籍校 にない他校 の講座選択が可能 となるよう

に,全 定併修や学校 間連携の実施 も考え る。

5「 生 きる力 」をは ぐくむ教育課程 の編成例

本章では・ 「生 きる力」 をは ぐくむ中心科 目としての 「産業社会 と人間」の設置,自 ら学

び・ 自ら考え・ よりよ く問題を解決す る資質や能力を育て るための授 業展開の工夫
,多 様 な

学習希望 に応え るための選択科 目の設置などについて検討 して きた。 これ らの検 討事項 を踏

まえて,全 日制課程の普通科の場 合につ いて,以 下の ような教育課程表を試作 した
。

〈教育課程〉

1011121314161817181920212223262628272829903192

 

987654321

1 国 数 地* 理* 体 保 芸* 英 廠 と 産 必
学 言吾 学 理 そホテ 言吾 庭 人 業 H ク
年 i 1 歴 科 育 健 ■ 1 一 間 社 R ラ

史 般 会 ブ
2 公* 体 保 芸* 0 衆 産 磨
学 術 C 庭 社 選 択X 選 択Y H ク
年 民 育 健 6冒 A 一 人 R ラ

般 間 ブ
3 公* 体 産 あ
学 社 選択X 選 択Y H ク
年 民 育 人

R ラ
間 ブ

地理歴史:世 界史A、 日本史A、 地理Aか ら2科 臥 または世界史B、 日本史B、 地理Bか ら1科 目選択

理 科:物 理IA、 化学IA、 生物IA、 地学IAか ら2科 目

公 民=現 代社会、または倫理及び政治 ・経済のうちか ら選択

芸 術1=音 楽1,美 術1,工 芸1,書 道1か ら1科 目選択

芸 術II:音 楽II、 美術 皿、工芸 皿、書道 皿から1科 目選択

、または物理IB、 化学IB、 生物IB、 地学IBか ら1科 目選択

〈選択科目群〉
必履修選択科 目群(選 択X) 系列選択科目群(選 択Y)

国際文化系列
国 国 現 現 古 古 古 世 世 数 数 数 物 化 生 地 英 オ オ リ ラ OOOOOOO
語 語 代 代 典 典 典 界 界 学 学 学 理 学 物 学 語 「lIイ 国 外 時Lス パ 異 デ シデ 中 中 仏 仏
II表 文 語In購 史 史 皿ABnllnllllラ ラ デ テ 際 国 事Lピ ブ 文 イ ヨィ 国 国 語 語
④ 現 ② ② ③ ③ 読AB③ ② ② ③ ③ ③ ③ ④ ル ル イ ィ 関 事 英 演1リ 化 ベ ンス 語 語1皿
② ② ② ④BCン ン 係 情 語 習 ン ツ理1カIII② ②

② ② グ グ ② ② ② ② グク 解 ト ッ ② ②

00 ○ ○ ○

数
学
C
②

数
学
B
②

◇
課
題
研
究
②

数
学
A
②

◇
地
域
研
究
②

数
学
皿
③

被
服
②

地
理
演
習
②

食
物
②

地
理
B
④

書
道
皿

②

地
理
A
②

工
芸
皿

②

日
本
史
演
習
②

音
楽
m

②

日
本
史
B
④

ス
ポ
ー
ッ
H

日
本
史
A
②

ス
ポ
ー
ッ
ー

世
界
史
演
習
②

地
学
I
B
④

世
界
史
B
④

地
学
I
A
②

世
界
史
A
②

生
物
I
B
④

・
小
論
文
②

生
物
I
A
②

古
典
1
③

化
学
I
B
④

現
代
語
②

化
学
I
A
②

現
代
文
②

物
理
I
B
④

国
語
表
現
②

物
理
I
A
②

系9選 択科 目群(選 択Y)
芸術文化 福祉社会 情報社会
000000 ◇ ◇ ◇ ◇ ◇ ◇
劇 劇 演 演 美 絵 デ 基 基 社 家 福 保 情 情 情 コ
表 表 劇 劇 術 画 ザ 礎 礎 会 庭 祉 育 報 報 報 ン
現 現 論 論 概 ④ イ 造 造 福 看 実 ② 数 数 数 ピ
IIIIII論 ン 形 形 祉 護 践 理 理 理 ユ
○ ○ ○ ● ○ ●III ② 福 ② III皿1

② ② 祉 ② ② ③ タ
0 言

掻口回

②

1)○ 内の数字は単位数である。

2)◇ 印は 「その他必要な科目」である。
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〈授 業選択例 〉

ここでは,参 考のために,系 列科 目を中心に選択 した5っ の選択例を示 す。

① は,国 際文化系列の科 目を中心に選択 し,大 学 等へ の進路を 目指 した ものである。

② は,芸 術文化系列の中で演劇系の科 目を中心 に選択 し,幅 広 い進路 を 目指 した ものであ る。

③ は,芸 術文化系列の中で美術系の科 目を中心 に選択 し,幅 広 い進路 を 目指 した ものであ る。

④ は,福 祉社会系列 の科 目を中心 に選択 し,社 会福祉系の進路を 目指 した ものであ る。

⑤ は,情 報社会系列 の科 目を中心 に選択 し,大 学等への進路を 目指 した ものであ る。

なお,以 下の表には,第1学 年での地理歴史及 び理科の選 択科 目,第2 ,3学 年で の選択

X及 び選択Yの 選択科 目をのせた。

授業選択例①
1 世 生 地 2 国 英 リ 0 国 L

学 界 物 学 学 甑口口 瓢口口 i C 際 L

年 史 1 1 年 -- --
_齢

ン フ『 B 関 演
B A A グ イ 係 習

3 古 ラ 現 世 夕下 異 時 デ 課 地
学 典 イ 代 界 国 文 事 イ 題 理
年 1 ン テ 文 演史 事 理化 英 1べ 研 A

グ ィ 習 情 解 証ロロ ト 究

授業選択例②
1 日 物 イヒ 2 国 世 0 古 古 廉u 演
学 本 理 学 学 語 界 C 典 典 表 慮u
年 史 1 1 年 -- 史 B 1 講 現 論

B A A A 読 1 1

3 英 現 国 慮り 演 z」 、 古
学 語 代 語 表 慮u 論 典
年 -- 語 表 現 論 文 --

現 -- --

授業選択例③
1世 日 生 地 2 国 英 古 国 美 基
学 界 本 物 学 学 語 語 典 語 術 礎
年 史 史 1 1 年 -- -- 1 表 概 造
A A A A 現 言命 1形

3リ ラ 現 デ 基 ス 課
学1 イ 代 ザ 礎 食 ポ 題
年 ン デ ン テ 文 イ 造 物 i 研
グ ィ グ ィ ン H形 IIツ 究

授業選択例④
1 世 生 イヒ 2 国 英 リ 現 社
学
年
界
史

物
1
学
1
学
年

菰

五
証Aq
--

i

ン フー

代
文
0瓜
字扇
蓬

福 ……看 ・

B A A グ イ 祉 祉 護
3 古 ラ 現 世 芋笛 立日 ノ」 、 地 日
学 典 イ 代 界 祉 保 楽 言命 域 本
年 1 ン テ 文 演史 実 育 皿 文 研 史

グ ィ 習 践 究 A

授業選択例⑤
i 地 イヒ 2 国 英 数 数 情 情
学 理 学 学 語 語 学 学 報 報
年 B 1 年 -- -- -- A 数 数

B 1理 II理
3 イヒ リ 数 生 数 数 世 情 [コ

学 学 i 学 物 学 学 界 報 タ ン

年 --
_申
ン ア B 1 皿 C 史 数 言 ピ
グ ィ B A 皿理 語 ユ
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皿 豊 か な人 間性 を は ぐ くむ教 育 の 推進

1基 本的な考え方

「生 きる力」をは ぐくむためには,豊 かな人間性を育成す ることが大切であ る。 これにつ

いて,15期 中教審で は,「 豊かな人間性 をは ぐくむための教育 は,道 徳,特 別活動 だけで な

く各教科な どのあ らゆ る教育活動を通 じて展開 され るべ きであ る ・・」 と提言 している。

豊かな人間性を は ぐくむ教育については,従 来か ら,教 科や特別活動を通 して,他 人を思

いや る心,人 権を尊重す る心,美 しい ものに感動す る心,ボ ラ ンテ ィア精神な どの育成が図

られて きた。 しか し,こ れ らについて必ず しも計画的 ・組織的 ・系統的 には行われて いない

のが現状である。そ こで本研究では,15期 中教審の 「これか らの学校教育の 目指す方 向」の

提言 に基づ き,豊 かな人間性を育成す るための具体 的な方策を検討 した。

15期 中教審で は,生 徒の学校外 にお ける体験 的な活動や,自 らの在 り方生 き方を考えて努

力 した結果 を これまで以上 に積極的 に評価 してい くことを提言 して いる。そ して,こ れ まで

にすでに制度化 されて いる,他 の高等学校や専修学校 におけ る学習成果 の単位認定以外に も

「ボ ランティァ,企 業実習,農 業体験実習,各 種 資格取得,大 学の単位取得,文 化 ・スポー

ツ行事 にお ける成果,放 送大学の放送授業等 を利用 した学 習,各 種学校 ・公開講座 等におけ

る学習,テ レビやイ ンターネ ッ ト,通 信衛星 などマルチメディアを利用 した自己学 習な どに

っいて,各 高等学校の措 置によ り,高 等学校の単位 と して認定で きる道 をひ らくことを積極

的 に検討 してい く必要が ある。」 と している。

各種の体験 的活動を推進す る観点 か ら,こ れ らの活動 の単位認定が,今 後,制 度化 の方向

に進む ことを想定 し検討 した。 これ らの措置 は,学 校生活 に 「ゆ とり」を生み出す とともに,

生徒 に各種の学校外活動 に取 り組 むき っか けを与え るもの と考え る。

このよ うな考えの もとに,豊 か な人間性を は ぐくむ教育の推進 として,特 に以下 の3点 に

つ いて検討 した。

(1)「 生 きる力」をは ぐくむ中心科 目 「産業社会 と人 間」の充実

第II章 で,「 生 きる力」をは ぐくむ中心科 目として 「産 業社会 と人間」を位置付 けた。そ

の中で,「 豊かな心 と望 ま しい人間関係」に関す る学習内容を取 り入れたが,職 場体験,自

然体験,ボ ラ ンテ ィア活動,異 文化体験学 習などの体験を通 して,豊 かな人 間性を は ぐくむ

教育活動 を充実 させ る。その実施 に当た っては,次 の ことを基調 とす る。

① ボラ ンティア活動,職 場体験な どの意義や理念を理解 させ る。

② ボラ ンテ ィア活動,企 業実習,自 然体験学 習などの体験学習を,学 校や地域社会の実態

に応 じて積極的 に行 う。

③ 地域社会の人材を適切に活用す る。

これ らの教育活動を通 して,人 間 と しての在 り方生 き方 を考え させ る とと もに,思 いや り

の心,ボ ラ ンテ ィア精神,社 会性 な どの豊かな人間性 をは ぐくむ。

(2)豊 かな人間性の育成に視点を置いた教科 ・特別活動 の改善充実を図 る。

① 教科指 導においては,「 産業社会 と人間」の学 習に啓発 され,さ らに深 く学 びたいとい

う生徒 のために,こ れ に関連 した選択科 目を設置 し,豊 かな人間性を は ぐくむ横断的 ・
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総合的な学習を推進す る。その際 に,地 域社 会との連携を図 る。

② 特別活動 においては,ホ ームルーム活動,生 徒会活動,学 校行事,ク ラブ活動の中で,

職場 体験,自 然体験,ボ ランテ ィア活動 にっなが る活動を一層推進 し,社 会性や勤労 観

・職業観 を育成 してい く。その際 「産業社会 と人 間」 と関連付 けて指導す る。

(3)学 校外活動の積極的推進

学校週五 日制の実施に伴 い,学 校外活動の果たす役割 は一層重要 になっている。その際,

学校外活動が社会性 などの豊かな人間性を育成す る場 となるよ うに働 きかけたい。本研究 で

は,学 校外活動の中で も特 に,短 期留学,地 域活動,ボ ラ ンテ ィア活動,企 業実習,資 格取

得等にっ いて,15期 中教審で提言 された単 位認定の方向性を見据え なが ら,積 極的 に推進す

ることを検討 した。

ア.異 文化体験学 習(留 学)

国際化が進む中で,異 文化 を体験 し,異 文化理解を深めてい くことは豊か な人間性 を培

うことにっなが る。 そこで,東 京都や全 国の留学の現状 を踏 まえ,短 期留学や外国への研

修旅行 などの異文化体験学習を積極 的に評価す ることを検討 した。

イ.地 域活動 ・ボラ ンテ ィア活動

地域活動やボラ ンテ ィア活動 は,人 を思いや る心や連帯感 などを育 てる。 このよ うな地

域 との交流 は各高等学校 の特色化の一環 として実施 されている。そ こで,東 京都教育委員

会が推進 している 「都立高等学校1・C(個 性化 ・特色化)推 進事業」の うち,地 域活動

やボラ ンテ ィア活動にっ いて調査 し,そ れに基づいて地域 との交流をよ り一層活性化 させ

るための方策 を検討 した。

ウ.企 業実習 ・資格取得

企業等での職場体験 は,異 年齢 の人 々とのかかわ りなどにより,社 会性や望 ま しい職業

観 ・勤労観などが は ぐくまれ ることが期待で きる。 また,自 らの生 き方 に基づいた資格取

得 に向けた学習 は,生 徒 に自らの進路を実現す るために努力す る態度や,も の ごとを成 し

遂げよ うとす る強い意志を育てる ことにっなが る。 そ こで,企 業実 習や資格取得 に関 して,

専門学科 は もとよ り普通科において も積極的に実施 して い くことを検討 した。

動活別特

成
等
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2学 校における教育活動の改善充実

学校週5日 制の実施 によ り,学 校での生活時間が減少す る中で,「 ゆ とり」を確保 し,豊

かな人間性 をは ぐくむ ことは難 しい課題であ る。 そ こで,こ れまでの学校内の様々な教育活

動 を見直 し,体 験学 習などを有 効に取 り入れ充実 させ ることが,生 徒の活動意欲 を高め,豊

かな人間性をは ぐくむ教育の推進につ なが ると考え,こ れにつ いて検討 した。

(1)「 生 きる力」をは ぐくむ中心科 目 「産業社会 と人間」の充実

第II章 で,「 生 きる力」をは ぐくむ中心科 目として 「産業社会 と人間」を位置付 けた。 こ

の科 目の学習は,我 が国の産業 の発展 と社会の変化 にっいての認識を深 めるとともに,自 己

を見っめ,自 己の生 き方を考える大切な機 会 となる。 この科 目の中で,他 人を思いや る心,

人権を尊重す る心,美 しい ものに感動す る心,ボ ラ ンテ ィァ精神な どを培 う内容 を取扱い,

豊かな人間性を は ぐくむ教育 の中心科 目とす る。具体的には,ボ ランティア活動,異 文化体

験学習,職 場体験学 習,自 然体験学習,地 域活動 などの体験を重視 した学習を充実 させ る。

その際 各教科 や特別活動 との関連を図 るとともに,こ れ に関連す る学校外活動を行 うた

あの動機付 けと してい くことが大切であ る。

(2)豊 かな人間性をは ぐくむための教科指導 の充実

豊かな人間性の育成 に当た っては,公 民科 を中心 と して,あ らゆ る教科で指導す る必要が

ある。

「産業社会 と人間」で学んだボラ ンテ ィア活動,異 文化体験学習,職 場体験学 習,自 然体

験学習,地 域活動などの体験学 習に興味を示 し,さ らに深 く学 びたい とい う生徒 のため に,

「社会福祉」,「 国際関係」,「 地域研究」等 の選択科 目を設置す る。

その際,地 域社会 にお いて幅広 い分野の知識や技能を もっ社会人 との交流を図 り,講 演 ・

実演 ・講 習,施 設の見学や現場 での実習,野 外 での観察 ・調査等を実施す るな ど,横 断的 ・

総合的な学習を行 う。 これ によ り,豊 かな人間性,自 らの生 き方を主体的 に考え る態度,社

会の変化に対応す る能力等の育成が図 られ ると考え る。

これ らの指導を充実す るためには,地 域社会や企業等の社会人 との連携 ・協力体制 をどの

ようにつ くるかが課題 である。

(3)特 別活動等の充実

特別活動 は,望 ま しい集団活動を通 して,心 身の調和の とれた発達 と個性の伸長を図 り,

集団の一員 と してよりよい生活を築 こうとす る自主的,実 践的な態度を育 てるとともに,人

間 としての在 り方生 き方につ いての 自覚を深め,自 己を生かす能力の育成を目指 した教育活

動であ る。 これ らの活動の中に職場体験,自 然体験,ボ ラ ンテ ィア活動などの体験学 習を積

極的 に取 り入れ,こ れ らを充実 させ ることが,豊 かな人間性 をは ぐくむ ことにつなが る。

ア.ホ ームルーム活動

授業形態が多様になり,多 展開の授業や習熟度別授業が多 くな り,ま た選択制が拡大 して

くると,ホ ームルーム単位での活動時間が少な くな るため,ホ ームルーム活動 は,こ れまで

以上 に貴重 な時間 となる。

この ような中にあ って,ホ ームルーム活動の実施に当たっては,学 級内の望 ま しい人間関

係を培い,集 団生活の充実 と向上を 目指す とい うことに一層配慮 し,そ の充実 を図 ることが
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必要 となる。 また,ク ラス単位だ けでホームル ーム活 動 を考え るのでな く,選 択科 目の系列

別に行 うなど,多 様な形態 での集団活動 を検討す る必要があ る。

また,「 生 きる力」をは ぐくむ中心科 目で ある 「産業社会 と人間」 との関連を図 り,そ の

内容 との重複を避け,ホ ームル ーム活動 の年間計画を再検討す る必要が ある。

イ.生 徒会活動

生徒会活動 は,生 徒 の学校生活の充実 ・向上を図 り,生 徒の諸活動 の連絡調整を行い,学

校行事 に協力す る活動 であ り,す べての生徒が様 々な形態で参加 している。

この中で,各 種委員会等 で 自治的活動 を行 うことは,自 主的 ・実践的 な態度や奉仕の精神

等を育て るよい体験 とな る。 この ような 自主的活動 の中に,空 き缶 回収運動,老 人ホームで

の手伝 い,交 換留学 生 との交流な どを積極的 に取 り入れ,生 徒会活動 をよ り一層活性化 させ,

充実 させ る ことが大切 である。

これ らの活動を組 織的に行 うため には,「 福祉委員会」,「 国際交流委員会」,「 地域 交

流委員会」,「 環境 委員会」等の専門の委員会を新たに設置す るなど も検討 した い。

ウ.ク ラブ ・部活動

クラブ活動 は,共 通の興味 ・関心を もっ生徒で組織 され,全 生徒が文化的 ・体育的 ・生産

的 ・奉仕的の いずれかの活動を行 う ものであ り,自 己の進歩向上 に必要 な知識 技能,知 恵

そ して力を得 る質の高い体験や思索の機会で ある。 これ らの活動 を豊か な人間性をは ぐくむ

よい機会 とと らえ,積 極的 な参加を促 し,よ り一層の充実を図 りたい。

また,部 活動 は生徒 の興味 ・関心に基づ いて,特 定の分野にっ いて,か な りの専門性 を高

め ることがで きる。部活動 について は,現 行で は単位認定の対象 にな らな いが,教 科 ・科 目

の学 習の一環 と して評価 できる もの もある。例えば,サ ッカー部の活動を 「スポーツII」,

生物部の活動を 「生物 皿」の学習の一部 を補完す るもの と して評価 し,教 科 と部活動 との連

携を図ることにより,生 徒の活動意欲が高 ま り,学 習の効果 も上が ると考え られ る。

エ.学 校行事

学校行事 は,全 校 もしくは学年 またはそれ らに準ず る集団を単位 と して,学 校生活 に秩序

と変化を与え,集 団へ の所属感を深あ,学 校生活の充実 と発展 に資す る体験的な活動 である。

これに積極的 に参加す る態度を育て ることは,豊 かな人間性 をは ぐくむ ことにっなが る。

学校週5日 制の実施 に伴 い,学 校行事の精選が求 め られている。 そこで,「 産業社会 と人

間」 との関連を踏 まえ,こ れ までに学校行事で行 って いた内容の うち,特 に勤労生産 ・奉仕

的行事や学芸的行事 の一部を 「産業社会 と人間」で取扱 うなどの検討が必要 であ る。

3学 校外活動の積極 的推進

豊かな人間性をは ぐくむ教育を推進す るためには,学 校内活動 とと もに学校外活動が重要

な役割を もつ。特に,社 会 との接点 の中で,自 ら考え主体的に行動で きるよ うに学校外活動

を積極的 に推進 したい。本研究では,学 校外での活動を推進す る意味か ら,単 位認定の方向

性 も視野 に入れて検討 した。

(1)異 文化体験学習(留 学)

国際化が進む社会 において,高 校生が海外へ渡航す る機会は確実 に増加 してお り,そ の形
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態 も多様化 してい る。留学や外国への研修旅行などの海外 での学習を体験す ることは,異 文

化理解を深めるとともに,国 際的視野を広げ ることにつなが り,そ の意義 は大 きい。 また,

異 なる文化の中で国際交流を深あ ることは,「 自国の文化」 と 「他国の文化」 との違 いを経

験 し,自 己の生 き方を考え る絶好の機会 にな る。 その上,人 間関係 を見っ め直す ことに もっ

なが り,豊 かな人間性 をは ぐくむ教育 と しての価値が高い と考え る。

平成6年 度 にお ける高校生の3か 月以上の留学 は,文 部省の調査 によ ると,全 国で3,998

人である。また,留 学 を して平成6年 度 中に帰国 した生徒 は,全 国で3,368人 お り,こ れ ら

の生徒の身分の取扱いは,留 学2,107人,休 学1,147人,退 学114人 である。 さ らに,留 学,

休学者 の留学終了後の取 り扱 いについて は,留 学時の学年に復帰 してい る者が1,583人(48

.6%),進 級,卒 業 した者が1,671人(51,4%)と なっている。

なお,平 成7年 度 における都立高校生 の留学等 の状況 は次 の表の とお りである。

取
扱
い

区
分

合計

人数

男女別人数 外国におけ
る学習機関

在籍校(日 本)
における学年

外国での学習期間

男子 女子 高校 その他

1

年

2

年

3

年

4

年

3～

6月

7～

12月

13月

以上

不明

留学 146 39 107 146 0 27 81 38 0 2 120 24 0

休学 24 10 14 is 5 io io 4 0 1 19 3 1

計 170 49 121 165 5 37 91 42 0 3 139 27 1

(東京都教育庁指導部高等学校教育指導課 調査)

長期留学(1年 以上2年 未満)に っ いて は,平 成元年の学校教育法施行規則の一部改正 に

より,30単 位 を上限 として単位の修得が認め られるようにな り,そ の後 は この制度 を生か

して進級,卒 業がで きた者 は多い。

しか し一方,短 期留学(3か 月以上1年 未満)及 び外国への研修旅行(語 学等の研修 や国

際交流 のために外国の高等学校や語学研修所等において学習 し,ま た は交流事業 に参加す る

ことを 目的 とす る3か 月未満の旅行 をい う。)に つ いては,現 行の制度 では,単 位の認定が

認め られて いない。 なお,外 国への研修旅行 に参加 した延べ人数 は,全 国で32,465人 と年 々

増え る傾 向にあ る。(平 成6年 度文部省調べ)

短期留学や外国への研修旅行について も,単 位認定を行 うことがで きれば,生 徒の活動意

欲を高 めることが期待で きる。 さ らに,ス ポーツ交流や洋上 セ ミナ ーな どへ の参加について

も同様 に考え ることがで きれば,異 文化学習を高 く評価す ることにな り,積 極的な参加 にっ

なが る もの と考え る。今後,短 期留学や外国への研修旅行等の単位認定 が制度化 された場合

の単位の認定方法 を,下 記の とお り検討 してみた。

〈単位認定の方法 〉

・事前指導 一 計画書及 び参加希望理 由書を提 出させ,事 前学習を実施す る。

・事後指導 一 報告書を提 出させ,「 留学生プ ログラム」に対す る評価 を行 う。
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・認定科 目 一 英語,世 界史,地 理等の増加単位 と・して認め ることや,「 異文化理解」等

の 「その他 の科 目」を設けて認定す ることが考え られる。

・運営組織 一 単位の認定 に際 して は
,各 学校において専門の組織 で検討 し,そ の具体的

な基準を定 めて審議す る。

さ らに,外 国人留学生を受入れ ることも,異 文化理解 を深あ ることにっなが る。 日常生活

の中で直接外国人 と接 し,互 いに心を通 じ合 うことは,異 文化理解 を深 めるだけでな く,豊

かな人 間性を育成す ることに もっなが る。 したが って,留 学生の受入れ にっ いて も積極的 に

推進す る必要が ある。

(2)地 域活動 ・ボラ ンテ ィア活動

地域活動や ボラ ンテ ィア活動な どの地域 との交流 は,他 人を思いやる心や連帯感 を培 うな

ど,豊 か な人間性をは ぐくむ教育 と して重要であ る。 これ らを体験 した生徒 は,様 々な人 々

と互 いに認め合 い,か か わ り合 うことを通 して,多 くの人か ら喜ばれ認 め られている 自分を

実感す るなど,充 実感 を味わ うことがで きると考え る。

地域 との交流 は,各 都立高等学校で,魅 力あ る学校づ くりや学校 の特色化の一環 として実

践 されてお り,数 多 くの成果を上げている。その中で も注 目され るのは,東 京都教育委員会

が推進 してい る 「都 立高等学校1・C(個 性化 ・特色化)推 進事業」で ある。 これは,平 成

7年 度 よ り3年 間,都 立高等学校の個性化 ・特色化 を図 る目的か ら推進 してい るもので ある。

平成7年 度に は,58校 の事業が承認 され実施 されているが,そ の うち38校 は,地 域活動

やボラ ンテ ィア活動 などの地域 と交流 した活動 をテーマと して取 り上 げて いる。

こうした地域 との交流を通 して,異 年齢の人々 との触れ合いの中で,地 域活動や ボラ ンテ

ィア活動の意義や 目的を十分に理解 させ,定 着 させ なが ら,豊 かな心 とた くま しい身体を は

ぐくむ教育を推進す る必要があ る。

ア.「 都立高等学校1・C(個 性化 ・特色化)推 進事業」にみ る地域交流活動

① 平成7年 度 の実施状況

申請学校数127校 約230事 業

実施 決定数58校58事 業

② 地域交流 の主 な事業名

・吹奏楽 コア ・ステー シ ョンづ くり ・古典及び郷土芸能育成事業

・部活動 による地域に根ざす学校づ くり ・サ ッカー部 を中心 と した地域 スポー ツの振興

・出前文化祭

③ 事業の実績評価の例

・学校行事 と学校施 設を積極的 に地域 に公開す ることによって
,本 校の教育内容に対す る

地域の理解を深め,そ の成果を還 元す ることが で きた。

・和太鼓の公演には保護者,地 域住民 と共 に汗を流す中で,か つてな く情熱的な文化祭の

取組み にな った。

・スポーツ,科 学,文 化の発信 校 として地域に貢献す ることがで きた。

・生徒が区内の各施設を訪問す る過程で,家 内工業やそ こで働 いて いる人 々の存在を肌 で

感 じることが できた。
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イ.N高 校の ボランテ ィア活動例

① 目的

地域の高齢者 との交流を通 して,ボ ランテ ィアや福祉に関す る学習体験を させ るとと も

に,地 域に根 ざ した学校づ くりを推進す る。

② 参加者

第1回:生 徒65名 卒業生10名 教員18名PTA8名(合 計101名)

第2回:生 徒50名 教員13名(合 計63名)

③ 内容

実習生産品の発表 と利用,和 太鼓 などの芸能披露,合 唱やカラオケな どによる高齢者 と

の交流

④ 評価

・体験を通 して高齢化社会 における福祉
,奉 仕の大切 さを学 習で きた。

・日常の学習や活動を通 して誇 りと自信を培 うことがで きた
。

・地域の人々 と,生 徒,保 護者,教 員 との連帯感を深あ ることがで きた。

ウ.地 域活動やボラ ンテ ィア活動の方向性 につ いて

地域活動やボラ ンティア活動 につ いては,「 地域に理解 を深あ,そ の成果を還元す ること

が できた」,「 地域で働いている人 々の存在を肌 で感 じる ことがで きた」,「 福祉,奉 仕の

大切 さを体験を通 して学習で きた」,「 日常の学 習を通 して誇 りと自信を培 うことがで きた」

など,地 域 との交流が,生 徒 にすば らしい感動 を与え,自 信 と誇 りを もたせている。 こう し

た地域活動や ボラ ンテ ィア活動を通 して,人 間 としての在 り方生 き方が深め られ 「生 きる力」

が芽生えてきて いると考え られ る。

これ ら地域活動やボラ ンティア活動等の地域 との交流を活性化 させ るためには,公 民科や

「産業社会 と人間」等 と関連付 けなが ら実施す る必要があ る。 また,こ れ らの単位認定が制

度的 に可能 になれば,事 前 ・事後 の指導を十分 に行 った上で,関 連す る科 目の増加単位 とし

て認定することが考 え られ る。それによって,生 徒の活動意欲が高め られ るなどの教育効果

が期待できる。今後,学 校 は地域 との交流の発信基地 と して,ボ ラ ンテ ィア精神を啓発 した

り,情 報収集 ・発信 を行 うな どの役割を担 って いかなければな らない。

(3)企 業実習 ・資格取得

現行では,企 業実習 ・見学や資格取得につ いて は,専 門学科を中心 に各学校で推進 してい

る。 しか し,企 業実習 は受入れ企業等の問題 もあ り十分 に行われてお らず,見 学程度 にとど

まっている。また,資 格について は,そ の取得に向けた指導が行われて いるが,そ の成果 に

っいては,制 度的 に単位認定す ることが可能 にな ったに もかかわ らず,ま だ十分 に活用 され

ていないのが現状であ る。

ア.企 業実習

企業等で職場体験 を行 うことは,望 ま しい職 業観や勤労観をは ぐくみ,自 己の進路決定 に

向けての意欲を高め る上 で大 きな意義が ある。 さ らに,職 場での異年齢の人 々とのかかわ り

を通 して,他 者を尊重す る態度,寛 容の精神,協 調す る態度 を身 に付け るなど,社 会性を は

ぐくむ上で も有意義である。
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企業等での実習 ・見学 は,専 門学科では 「課題研究」や 「実習」などの授業の中で行われ

た り,進 路学習の啓発的経験 として行 った りして いる。また,普 通科で も,進 路学 習の一環

として行われて いる。 これ らの学習の成果 につ いて は,専 門学科で は,該 当す る科 目の中で

評価す ることが可能 であるが,現 行で は普通科 にお いては,単 位認定す ることはで きない。

15期 中教審 で提言 されて いるように単位認定を行 うことが可能 になった場合 には,「 産業社

会 と人間」等 の増加単位 と して認定す ることが考え られ る。 この場合の認定条件を下記の と

お り検討 してみた。

〈単位認定 の条件 〉

・実習を依頼す る企業等 は,生 徒の進路希望や学校での学 習内容等を考慮 して,適 切 な企

業等を選択す る。

・事前学 習で は,実 習 を行 う企業等の業務 内容や実習に関す る基礎知識などにっいて,あ

らか じめ学習 し,実 習計画や事前学習の成果を報告書 として提 出す る。

・実習は長期休業期 間を利用 して行 う。実習状況を記録 し,定 期的に教科担 当者に報告す

る。

・実習終 了に際 して,実 習先の企業等の責任者の承認(修 了証)を 得 る。また,実 習の ま

とめを行 い,報 告書 を該 当教科の担当者 に提 出す る。

・実習時閤及 び期間につ いての基準を示 し,実 習を所定 の期 間行 い,ま た成果が認め られ

た場合 には単位 を認定す る。

イ.資 格取得

技能審査の成果の単位認定 にっいて は,臨 時教育審議会第三次答 申(昭 和62年)で,

「形式的な学歴が重視 される弊害を是正 し,評 価の多元化 を図 るとともに,資 格を真に能力 ,

の裏づ けを もった ものにす る観点か ら公的職業資格制度を見直す必要があ る。」 と して,学

歴主義の弊害 を是正 し,評 価の多元化を図 る一っの具体的方策 として,資 格制度の改革 を提

言 して いる。 そ して,平 成5年 の学校教育法施行規則の改正 によ り,「 校長は教育 上有益 と

認 めるときは,生 徒 が知識及 び技能に関す る審査で文部大 臣が別 に定あ るもの に合格 したと

きは,当 該校長の定め るところにより,当 該審査の内容に対応す る高等学校の科 目につ いて

当該生徒が修得 した単位数 に一定の単位数を加え ることがで き る。」 こととなった。 これに

ついて は,15期 中教審で も各種資格取得の単位認定を推進す るよ うに提 言 して いる。

東京都では,平 成7年3月 に技能審査の単位認定 に関す る標準例を示 し,各 学校 に,こ の

制度 の活用を図るよう,積 極的 に働 きかけている。

資格取得の達成 に向け,向 上心を もって意欲的 に取 り組 む ことは,資 格に関連 した知識 ・

技 術の習得だけでな く,主 体的 な学習態度 を育成す るな どの効果が ある。また,取 得 した資

格を将来の進路に生かす たあには,さ らに継続 して学習す ることが必要 とな り,生 涯を通 し

て学習す るための基礎 とな る。

今後 も技能審査の成果の単位認定の制度を活用 して,生 徒 の意欲を高め,生 涯学習社会の

基礎を培 ってい く必要が あ る。
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IV条 件 整 備

「生 きる力」を育成す るために は,生 徒が 「自 ら学び,自 ら考え る」教育や 「豊か な人間

性」をは ぐくむ教育が必要であ る。そのための中心科 目として 「産 業社会 と人間」の設置を

考えた。 この科 目で は,調 査 ・発表 ・討論 ・演習な どの体験的学習が多 い。 また,自 ら学び,

課題を解決す る能力を育成す るために,第II章 で示 したよ うな授業展 開の工夫を した場合,

多展開の授業やティームテ ィーチ ングによ る課題研究型,演 習型,体 験学習型な ど生徒の主

体的活動 を重視 した多様な授業が行われ る。 これ らの授業を効果的に実施す るためには,人

的条件整備や施設 ・設備の整備が必要不可欠 である。

1人 的条件 について

生徒 の 自主性を育て,思 考 力,判 断力,表 現力,創 造力を高めるためには,少 人数の授業

が効果的で ある。その際 多展開の習熟度別 授業,ゼ ミ形式 の授業,テ ィームテ ィーチ ング

などの様 々な授業形態 を取 り入れ る必要があ る。 また,生 徒 の興味 ・関心,能 力 ・適性 に応

じた教育 を進め るためには,大 幅な選択科 目の導入を図 らなければな らない。 これ らの教育

活動を効果的 に実施す るに当たって は人的な条件整備が前提 となる。

また,「 産業社会 と人間」で職業生活や産業社会 にっいて学習す る際や,地 域社会 と連携

した教科指導を実施す る際には,地 域 ・企業 等の社会人講師を活用す ることが効果的である。

また,人 間と しての在 り方生 き方 に基づいた進路指導を効果的に行 うためには,進 路相談や

カ リキ ュラム相談 に関す る専門家の配置 も検 討す る必要があ る。 この ように,「 生 きる力」

をは ぐくむ教育を推進す るためには,こ のよ うな人的条件整備が必要 とな る。

2施 設 ・設備 について

国語 ・地理歴史 ・数学 ・理科 ・英語な どで,4単 位科 目の うちの1単 位分 を多展開の授業

形態を取 り入れて,課 題研究型,演 習型,体 験学習型な どの授業を行 う場合,こ れに対応 し

た広 さの教室が一定数必要 となる。大幅な選択科 目を導入 し,開 設す る講座数を増や した場

合 は,さ らに教室が必要になる。

また,「 産業社会 と人間」で社会人講 師を招 いて,講 演会 などを実施す るため には,2～

3学 級単位や学年単位で授業が行え る広い教 室 も必要 にな る。

そ して,生 徒の興味 ・関心や進路希望等に応 じた教育を行 うため には,学 習の個別化 ・個

性化を図 り,生 徒 の自主的活動を重視 した多様 な学習が必要 になる。 このためには,「 メデ

ィアセ ンター」を設置す る必要があ る。 このセ ンターには,学 習への動機付 けとなる掲示や

展示,自 主的 な学習を支援する様 々な教材,プ リン ト,教 具などをあ らか じめ準備 してお く。

また,視 聴覚教材やパ ソコン,図 書 なども置いてお く。イ ンターネ ッ トを利用 して情報収集

や情報発信 をす ることも必要 になって くる。 生徒 は これ らの中か ら必要な ものを選び,学 習

内容や方法 に応 じた場所で学 習す ることにな る。

選択講座 を効果的に運営するため には,現 在のよ うに学級数 に等 しい数の普通教室を もち,

その他 に特定の教科の特別教室を い くつか保 有 して運営す る 「普通教室型」よ りも,す べて
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の教科 に対 し,そ の教科独 自の教科教室 を用意 し,教 室を移動 して学 習す る 「教科教室 型」

の方が運営 しやす い。 「教科 メデ ィァセ ンター」を中心 として,教 科教室 ・教科研究室 ・教

科ゼ ミ室な どで教科 ブロ ックを構成す る。 この方式 は欧米 では一般的であ る。教室の配置や

大 きさが教科の特性 に合わせ て設計 され るので,教 育方法の多様化 に最 も適 した方式であ る

と考え る。

この場合問題 となるの は,ホ ームルームの位置付 けで ある。 これまでのよ うなホームル ー

ム教室 はな くな るので,生 徒 の休憩や生活 ・交流 ・懇談 など,純 粋な意味での拠点 としての

「ホームスペ ース」を考え る必要が ある。特 に選択科 目の多 い高学年 にお いて は,「 ホーム

スペース」 は有効である。 これは現在の教室の半分 の規模で設置 し,生 徒の ロ ッカー もここ

に置 き,生 徒 はここに集 まって ここか ら各教室へ授業 に行 くよ うにす る。 また,空 き時間 の

自習室 として も利用 され る。(図1参 照)

また,豊 か な心を育てるたあ には,生 徒 同士の コ ミュニケー ションの場や,昼 食時に も利

用で きるよ うな場所 と して,「 コモ ンスペ ース」や 「カフェテ リア」な ども必要であ る。

「教科教室型」を採用 した場合の施設 のモデルを図2に 示す。多様な授業形態 に対応で き

るように,教 科教室の大 きさは多様な ものにす る。 また,「 コモ ンスペ ース」 と 「ホーム ス

ペ ース」が生徒 の生活の場 となってい る。

図1「 ホ ー ム スペ ー ス」
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Vま と め と 今 後 の 課 題

「生 きる力」や豊か な人間性をは ぐくむための中心科 目と して,「 産業社会 と人間」を普

通科や専 門学科に も設 置す ることを検討 してきた。 この科 目は総合学科高校 におけ る入学年

次の原則履修科 目であ り,こ れまで全国各地の総合学科 高校で実施 されてきた。本研究で は,

これ らの実践例を参考 に研究 して きたが,教 科書 もな く,ど の学校で も手探 りの状態の よ う

であ った。 しか し,研 究すればす るほど この科 目のよさが分か って くる。講義よ りも生徒の

活動 を重視す る。 まさに自主性を培い,学 び方を学ぶの に適 した科 目である。 「ゆ とり」の

確保のために必履修科 目を減 らす方向にある中で,あ えて この科 目を導入す る理 由が そこに

ある。 ホームル ーム活動 との連携を図 りっつ,現 在行われて いる進路指導を この科 目にどの

よ うに取 り入れて い くか。 また,ボ ラ ンテ ィア活動や企業実習等 の実施 に当た り,地 域社会

や企業等 との連携を どのよ うに図 るか。 このよ うな今後乗 り越 えなければな らない課題 はた

くさんあるが,そ れ以上 に実践す る価値のあ る科 目であ る。

教科指導の工夫 では,現 在の学習指導要領 の もとで,課 題研究型の授業など生徒の主体 的

な学習活動を重視 した方法を研 究 して きた。4単 位を3単 位 と1単 位 に分 けて行 う方法は,

現行の教育課程 で も実施可能であるので,今 後実践 してみたい。

生徒 のニーズに応 じた教育課程の編成 には多 くの時間を費や した。で きるだ け選択科 目を

多 く置 きたいと考 えたが,現 行 の学習指導要領 は必履 修科 目や必履修選択科 目が多 く,ま た

「準必履修科 目」のよ うな もの もあ り,な か なか選択科 目の時間が とれなか った。その結果,

共通履修 は最小 限の必履修科 目のみ に して,選 択科 目群の中か ら選ばせ るとい う方法が最善

と考えた。

豊か な人間性 をは ぐくむ教育の推進で は,「 産 業社会 と人間」をその中心科 目と して位置

付け,職 場体験,自 然体験,ボ ラ ンテ ィア活動 などの体験活動を充実 させ,人 間 としての在

り方生 き方の教育を計画的に実施で きるように した。 また,豊 かな人 間性をは ぐ くむ特色あ

る選択科 目を設置 し,「 産業社会 と人間」で啓発 され た内容の深化 を図 り,関 連 を もたせた。

特別活動 は,他 人を思いや る心,ボ ラ ンテ ィア精神,社 会性 などを育成す る観点か ら,こ

れまでの内容を見直 し,「 産業社会 と人間」の学習 との関連を考慮 し内容の精選を図 りつつ,

各種体験活動を積極的に取 り入れ,充 実を図 った。

学校外活動で は,短 期留学や外国への研修旅行等を異文化体験学習 と して,評 価す る可能

性 を追求 した。 ボラ ンテ ィア活動や地域 との交流活動を他人 と協力す ることの大切 さや他 人

を思 いや る心を は ぐくむ活動 と して,積 極的に推進す ることを検討 した。 また,企 業実 習や

各種資格取得を望 ま しい職業観 ・勤労観を育て進路意識を高 める活動 として位置付けた。 こ

れ らについて は,制 度的 に単位認定が可能 となることを想定 して検討 したが,今 後の動 向を

見なが ら再度検討す る必要があ る。 また,こ れ らの教育活動を充実 させ るたあ には,今 後 ,

校務分掌組織や運 営体制を見直 し,「 生 きる力」をは ぐ くむ ための学校運営の在 り方を検討

す ることが課題であ る。

この研究結果を今後の教育 計画の参考 に していただければ幸いである。
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「産業社会 と人間」年間指導計画例

〈1学 年 〉 2単 位用

月 項 目 主 題 学 習 内 容 指 導 形 態

4 オ リエ ンテー シ 豊かな高校生活の 1.学 習 活動 について 講義
ヨ ン ために 主体的な学習方法 ・選択科目など

2.特 別活動の意義 講義
生徒 会活動 ・クラブ活動 ・ホームルーム活 動

3.行 事 について 講義
体育祭 ・文化祭 ・スキー教室など

4.校外活動の意義 講義
ボランティア ・異文化体験 ・地域活動

5.高 校 生活の ライフプラ ン作 り 演習
5 自己を見つめる 自己の特性を とら 1.自 己紹 介 発表

える 2.諸 調 査 ・検査の実施(能 力 。適性,興 味 ・関心 等) 検査
3.イ ン タビュー ゲームをす る 演習

青年期の課題 1.青年期とは何か 講義
2.青年期の成長と悩み 討論
3.自 分と異なった環境で生活する人たち(障 害者,高 体験
齢者等)と の交流

4.人 間としての在り方生き方について考える。 作文
6 職業と生活 職業の世界を知る 1.産業や職業の種類と内容について調べる。 調査 ・発表

2.日 本 の農業 ・林業 ・水産業 につ いて調べ,考 察す る。調査 ・発表
3.日 本 の製造業 につ いて調べ,考 察 する。 調査 ・発表

7 4.日 本 の商業 ・サ ー ビス業 につ いて調 べ,考 察す る。 調査 ・発表
5.社会人講師の話を聞 く。 講演
6.諸 活 動 の まとめ 作文

8 体験学習 体験を もとに考え 1.ボ ラ ンテ ィア活動 に参加す る。 体験
る 2.異文化体験学習に参加する。 体験

3.職場体験学習に参加する。 体験
4.自然体験学習に参加する 体験
5.地域活動に参加する。 体験
6.伝統文化学習活動に参加する。 体験
7.体 験 学 習を まとめ る。 作文

9 進路と自己実現 望ましい職業観 ・ L勤 労や職業の意義について考える。 演習
勤労観を培う 2.上記についての自己の価値観をどこに置くかを考 討論 ・作文

え る 。

自己の進路につい 1.就 職,進 学等 につ いて真剣 に考 え る。 作文
て考える 2.上 級 学校 を調 べ る。 調査

3.職 業 についての 自己の適性 につ いて考える。 作文
4.先 輩 の体 験談を聞 く。 講演
5.上記の整理を通 して自己の進路について考える。 演習

10 自己の進路の方向 1.就職か,進 学かの方向性を決める。 演習
性を決める 2.自 己の進路を目指 してどのような学習が必要かに 演習

ついて考え る。

履修ガイダンス 1.選択科 目の内容 ・特色等にっいて理解する。 講義
2.選択科 目の特徴的な授業を実際に体験する。 実習

11 履修計画の作成 1.将来の希望を生か し,学 習計画に基づ きコースを 演習
選択をする。

12 2.多種多様な選択科目の中か ら主体的に科 目を選ぶ。 演習
1 我が国の産業の 産業 ・就業構造の 1.科学技術の発達に伴 う産業の発達 と社会の変化に 講義
発展と社会の変 変化について考え ついて考 え る。

化 る 2.社会人講師の話を聞 く。 講演
3.以 上 について整理 し,ま とめる。 演習

2 4.現代の日本の置かれた状況について考える。 討論 ・作文

私のライフプラ ライフプランを設 1.一年間の取り組みを終えて,将 来どのような人生 演習 ・作文
ン 計する を送 りたいかを考える。

3 ライフプランを発 2.様 々な ライフプ ラ ンに接 し,様 々な生 き方,人 生 発表
表する 観に接する。
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〈2学 年 〉 1単 位用

月 項 目 主 題 学 習 内 容 指 導 形 態

4 自己理解のため 自分自身を知る 1.個 性 につ いて考え る。 講義 ・演習
に 2.高校における一年間の活動をふりかえる。 演習

3.自 己診断 カルテを作 る。 演習
5 職業に対する自己 1.職 業 選択 にっ いて考 える。 講義

の適性 2.自 己の能力の発見す る。 演習
3.適性検査を実施する。 検査

6 我が国の産業の 産業 ・就業構造の 1.科学技術の発達に伴 う産業の発達 と社会の変化に 講義
発展と社会の変 変化について考え つ いて考え る。

化1 る 2.社会人講師の話を聞 く。 講演
3.以 上 にっ いて整理 し,ま とめ る。 作文

7 職業と生活 現代の先端企業を 1.見学企業に対する事前学習をし,調 査内容を検討 講義 ・演習

見学する す る。

8 2.実 際 に企業 に行 き,調 査 する。 調査 ・体験
3.訪問 した企業に働 く人々と話 し合い,職 業観 ・勤 体験
労観を学ぶ。

4.上 記 の体験を整理 し,ま とめ る。 作文
9 進路と自己実現 就職か進学かの選 1.自分の価値観と職業の関係について考える。 演習
10 択 2.職業,進 学決定のための情報を集める。 調査
11 3.上級学校を見学 し,そ この学生 と話 し合う。 体験

4.進 路 を決定す る。 作文
12 我が国の産業の 日常生活への影響 1.産業社会の発展が,日 常生活に与える影響につい 講義 ・演習
発達と社会の変 を考える て考え る。

化II 2.衣食住など身近な側面か ら影響を考える。 演習
3.特定の産業の発展か ら日常生活の変化について考 演習

1 え る 。

4.日常生活の変化に見 られる現代社会の課題につい 討論
て考え る。

2 私のライフプラ 3年 生に向けての 1.一年間の取り組みを終えて,将 来どのような人生 演習
ン 進路設計を立てる を送りたいかを考える。

3 2.進路実現に向けてどのような取 り組みをするかを 作文
考え る。

〈3学 年 〉 1単 位用

月 項 目 主 題 学 習 内 容 指 導 形 態

4 自己理解のため 自己の将来の職業 1.進路決定に向けての手順を知る。 講義
に について 2.様 々な価値観 と職種について考える。 演習

3.自 己の職業観を確立する。 演習
5 職業と生活 職業と法律 ・資格 1.職業生活に関する法律等を理解す る。 講義 ・演習

の関係を知る 2.職業と資格の関係や取得方法について調べる。 調査
6 進路と自己実現 進路へ向けての準 1.就職希望者は就職への手順,注 意事項を知 る。 講義

備 2.進学希望者は進学への手順,注 意事項を知 る。 講義
7 3.それぞれの進路に向けて情報を集め,研 究する。 調査 ・演習
8 4.企 業 ・学校 見学 をす る。 体験

5.それぞれの進路に対する心構えを作 る。 討論
9 我が国の産業の 現代の産業社会を 1.科学技術の発達による産業構造の変化について調 調査 ・演習
発展と社会の変 見つめる 査 し,考 察 する。

化 2.情報化社会について調査 し,考 察する。 調査 ・演習
3.国際化社会について調査 し,考 察する。 調査 ・演習

10 産業の発展と様々 1.産業の発展による日常生活の変化について考える。 演習
な問題 2.大量消費社会における真の豊かさについて考える。 演習

3.環境問題に関心をもたせ自然と共生することの大 演習
11 切さを考える。

4.老齢化社会のもたらす影響にっいて考える。 演習
12 5.ボ ラ ンテ ィア活動 の実際につ いて考え る。 演習

6.上 記 を整理 し,ま とめ る。 作文
1 私のライフプラ 卒業に向けて 1.高校生活を振 り返 って,ど のような人生を送るか 演習
ン を考 える。

2 2.様 々なライフプ ランに接 し,自 己の人生観 を豊 か 発表 ・討論
にする。

3 3.自己の人生をどのように切り開いていくかを考え 作文
る 。
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